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序　章　近世都市京都研究における公家社会の位置

序　

章　

近
世
都
市
京
都
研
究
に
お
け
る
公
家
社
会
の
位
置

一　

本
書
の
目
的

　

本
書
の
目
的
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
課
題
の
解
明
を
通
し
て
、
近
世
都
市
京
都
の
空
間
・
社
会
構
造
の
特
質
を
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。

第
一
は
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
公
家
町
の
形
成
過
程
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
戦
国
期
ま
で
内
裏
周
辺
の
領
域
の

帯
び
て
い
た
空
間
的
特
質
が
、
公
家
町
の
建
設
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
が
、
公
家
が

近
世
京
都
に
お
い
て
い
か
な
る
集
住
・
居
住
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

近
世
都
市
京
都
の
大
き
な
特
徴
は
、
朝
廷
・
公
家
社
会
の
存
在
に
あ
り
、
京
都
の
都
市
空
間
・
社
会
構
造
を
解
明
す
る
上
で
、
朝

廷
・
公
家
社
会
を
そ
の
な
か
に
い
か
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
点
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
だ
と
考
え
る
。
本
書

は
、
か
か
る
認
識
に
も
と
づ
き
、
朝
廷
・
公
家
社
会
、
と
り
わ
け
後
者
に
注
目
し
、
近
世
京
都
の
都
市
空
間
・
社
会
構
造
の
特
質
に

つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
本
書
で
は
、
集
住
形
態
を
、
都
市
に
お
け
る
集
住
の
度
合
い
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
領
域
に
ど
の
程
度
の
疎
密
を

も
っ
て
居
住
し
て
い
た
の
か
を
示
す
用
語
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
居
住
形
態
と
は
、
屋
敷
の
所
在
地
、
屋
敷
の
規
模
や
機
能
の

実
態
、
拝
領
・
拝
借
・
買
得
と
い
っ
た
屋
敷
地
所
持
の
あ
り
方
、
居
屋
敷
居
住
・
借
屋
居
住
・
親
族
と
の
同
居
と
い
っ
た
住
生
活
の

様
相
、
周
辺
社
会
と
の
日
常
的
な
関
係
の
あ
り
方
な
ど
を
指
す
も
の
と
す
る
。
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二　

先
行
研
究
の
到
達
点
と
課
題

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
近
世
都
市
史
研
究
は
、
建
築
史
学
を
は
じ
め
、
文
献
史
学
、
考
古
学
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
領
域
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
各
地
の
都
市
や
町
場
の
空
間
・
社
会
構
造
の
特
質
が
、
多
面
的
か
つ
重
層
的

な
か
た
ち
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う（（
（

。
そ
の
な
か
で
、
近
世
の
京
都
研
究
に
つ
い
て
も
、
町
・
町
組
な
ど
の
都
市
共

同
体
、
町
屋
や
町
並
み
か
ら
形
成
さ
れ
る
都
市
空
間
に
注
目
し
た
研
究
を
中
心
に
蓄
積
が
進
ん
だ（（
（

。
こ
こ
で
、
そ
う
し
た
京
都
に
関

す
る
都
市
史
研
究
を
総
括
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
た
め
、

近
世
京
都
に
関
す
る
都
市
史
研
究
の
到
達
点
と
課
題
を
、
公
家
社
会
と
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
1
）　
「
城
下
町
」
京
都
の
形
成
と
公
家
町

　

応
仁
の
乱
後
の
京
都
は
、
上
京
・
下
京
と
い
う
二
つ
の
都
市
集
落
か
ら
な
る
都
市
と
な
っ
て
い
た
。
上
下
京
は
い
ず
れ
も
堀
や
塀

な
ど
か
ら
な
る
惣
構
を
構
築
し
、
両
者
を
つ
な
ぐ
の
は
、
室
町
通
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た（（
（

。
だ
が
、
こ
う
し
た
戦
国
期
京
都
の

都
市
空
間
は
、
十
六
世
紀
後
期
か
ら
十
七
世
紀
前
期
に
か
け
て
、
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
と
い
う
統
一
政
権
に
よ
り
大
き
く
変
容
さ
せ

ら
れ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
京
都
改
造
は
大
規
模
な
都
市
の
改
変
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
、
近

世
都
市
京
都
の
空
間
構
造
は
こ
れ
に
よ
り
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
京
都
の
近
世
都
市
と
し
て
の
始
点
を
定
め
る
上

で
、
豊
臣
政
権（（
（

に
よ
る
京
都
改
造
を
い
か
に
理
解
す
る
か
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
公
家
町
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

そ
の
課
題
の
一
部
と
し
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

⑴
京
都
改
造
に
お
け
る
公
家
町
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　

小
野
均
（
晃
嗣
）
の
研
究
に
よ
り
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
京
都
の
大
規
模
な
都
市
改
造
（
＝
京
都
改
造
）
は
城
下
町
化
と
し
て
位
置
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づ
け
ら
れ
た（（
（

。
小
野
は
、
聚
楽
第
の
造
営
に
よ
り
自
ら
の
政
治
的
拠
点
を
定
め
た
豊
臣
政
権
が
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
①

御
土
居
の
建
設
、
②
皇
居
の
修
築
拡
大
、
③
聚
楽
第
周
辺
の
大
名
屋
敷
建
設
、
④
寺
町
の
構
成
、
⑤
洛
中
市
街
の
市
区
改
正
、
お
よ

び
市
域
拡
大
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
京
都
を
城
下
町
と
し
た
と
す
る
。
こ
こ
に
公
家
町
の
形
成
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、「
か
つ
て

中
世
に
於
い
て
は
、
武
家
屋
敷
・
公
家
邸
宅
・
寺
院
・
町
屋
と
複
雑
な
る
形
態
を
な
し
て
相
混
淆
し
た
市
街
形
態
は
、
都
市
構
成
者

別
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
武
家
集
団
居
住
地
区
・
公
家
地
区
・
寺
院
地
区
と
截
然
と
区
別
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る（（
（

」
と
も
述

べ
て
お
り
、
①
～
⑤
と
公
家
町
の
形
成
を
合
わ
せ
て
京
都
の
城
下
町
化
が
達
成
さ
れ
た
と
し
た
。
た
だ
し
、
小
野
は
、
京
都
が
古
代

以
来
の
「
帝
都
」
で
あ
り
、
か
つ
都
市
構
成
者
と
し
て
公
家
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、
近
世
城
下
町
と
し
て
は
完
成
し
な
か
っ
た

と
し
、
京
都
を
不
完
全
な
近
世
城
下
町
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

以
後
、
京
都
改
造
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が（（
（

、
ほ
と
ん
ど
が
小
野
の
評
価
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
京
都
改
造
に
お
け
る
公
家
町
の
位
置
づ
け
と
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
吉
田
伸
之
、
杉
森
哲
也
の
議
論
で
あ
る
。

　

吉
田
は
、
京
都
が
平
安
京
か
ら
城
下
町
へ
と
変
容
す
る
過
程
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る（（
（

。
す
な
わ
ち
、
平
安
京
は
中
世
を
通

し
て
都
城
と
し
て
の
性
格
を
変
容
・
解
体
さ
せ
、
十
三
世
紀
前
半
ま
で
に
は
朝
廷
・
寺
社
・
武
家
の
三
つ
の
権
門
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
権
門
都
市
へ
と
変
容
し
た
。
権
門
都
市
と
は
、
権
門
に
属
す
る
多
様
な
諸
勢
力
の
集
合
と
し
て
存
立
し
て
お
り
、
城
下
町
形
成
に

至
る
過
渡
的
な
形
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
十
六
世
紀
後
期
に
は
、
国
家
公
権
を
掌
握
し
た
織
田
・
豊
臣
政
権
の
都
市
改

造
に
よ
り
、
聚
楽
第
と
い
う
単
一
の
凝
集
核
を
も
つ
城
下
町
と
し
て
成
立
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
京
都
は
城

下
町
に
一
元
化
さ
れ
得
な
い
異
質
な
要
素
と
し
て
禁
裏
・
公
家
町
を
残
存
さ
せ
た
と
し
、
特
に
元
和
・
寛
永
期
以
降
は
、
二
条
城
を

中
核
と
す
る
城
下
町
と
、
禁
裏
・
公
家
町
を
中
核
と
す
る
「
帝
都
」
と
の
二
重
構
造
を
持
つ
都
市
、
複
核
的
都
市
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
展
望
す
る
。
吉
田
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
朝
廷
・
公
家
が
、
諸
職
人
や
芸
能
者
な
ど
の
多
く
の
身
分
に

と
っ
て
自
己
同
一
性
の
原
泉
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
、
門
跡
寺
院
な
ど
有
力
寺
院
が
諸
宗
派
の
「
中
央
」
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
、
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御
用
商
人
・
職
人
が
「
禁
裏
被
官
」
と
し
て
非
幕
藩
制
的
な
身
分
体
系
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

吉
田
の
議
論
は
、
近
世
京
都
の
特
質
を
、
朝
廷
・
公
家
や
門
跡
寺
院
の
社
会
的
機
能
、
御
用
商
人
・
職
人
の
「
役
」
と
い
う
視
角

か
ら
説
明
し
た
点
、
京
都
の
複
核
的
都
市
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
言
及
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
杉
森
は
、
豊
臣
政
権
の
政
権
構
想
と
京
都
改
造
が
行
わ
れ
た
時
期
と
の
関
係
に
着
目
す
る（（
（

。
す
な
わ
ち
、
豊
臣
政
権
の
政

権
構
想
を
、
政
権
掌
握
期
（
天
正
十
年
六
月
～
十
二
年
四
月
）、
関
白
政
権
期
（
天
正
十
二
年
十
月
～
十
九
年
十
二
月
）、
太
閤
政
権

前
期
（
天
正
十
九
年
十
二
月
～
文
禄
四
＝
一
五
九
五
年
七
月
）、
太
閤
政
権
後
期
（
文
禄
四
年
七
月
～
慶
長
三
＝
一
五
九
八
年
八

月
）
に
区
分
し
、
京
都
改
造
を
関
白
政
権
期
に
行
わ
れ
た
政
策
で
あ
り
、
秀
吉
の
政
権
構
想
が
都
市
空
間
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
杉
森
以
前
に
、
京
都
改
造
と
そ
れ
に
よ
り
成
立
し
た
都
市
空
間
を
政
権
構
想
と
関
連
づ
け
て
論
じ
た
も
の

は
な
く
、
こ
の
研
究
に
よ
り
京
都
改
造
に
関
す
る
研
究
は
新
た
な
研
究
段
階
に
到
達
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

そ
の
上
で
、
杉
森
は
、
京
都
改
造
の
特
質
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
①
京
都
改
造
の
直
接
の
実
施
時
期
は
、
聚
楽
第
の
造
営

に
着
手
し
た
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
二
月
下
旬
か
ら
、
洛
中
地
子
免
許
が
行
わ
れ
た
天
正
十
九
年
九
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
②

聚
楽
第
を
中
核
と
す
る
京
都
の
城
下
町
化
と
評
価
し
う
る
こ
と
、
③
内
裏
・
公
家
町
は
空
間
的
に
明
瞭
に
区
分
さ
れ
た
地
区
と
し
て

成
立
し
、
城
下
町
化
の
原
則
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
小
野
が
そ
の
存
在
ゆ
え
に
京
都
を
不
完
全
な
城
下
町
と
し
て

評
価
し
た
こ
と
は
肯
定
で
き
な
い
こ
と
、
④
城
下
町
化
の
原
則
は
一
貫
す
る
が
、
正
親
町
通
沿
い
の
大
名
屋
敷
街
の
建
設
な
ど
、

個
々
の
具
体
的
な
政
策
に
は
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
杉
森
は
、
公
家
町
が
秀
吉
の
関
白
政
権
構
想
の
も
と
に
建
設
さ
れ
、
か
つ
武
家
地
・
寺
社
地
・
町
人
地
な
ど
と
同
様
、
内

裏
を
中
心
に
周
囲
と
明
瞭
に
区
分
で
き
る
空
間
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
京
都
は
完
全
な
城
下
町
と
し
て
成
立
し
た
と

し
て
お
り
、
こ
の
点
に
も
先
行
研
究
と
は
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
京
都
改
造
に
よ
り
公
家
町
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
点
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
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が
わ
か
る
。
そ
の
上
で
、
内
裏
・
公
家
町
が
城
下
町
京
都
の
な
か
で
、
聚
楽
第
あ
る
い
は
二
条
城
と
い
う
核
と
対
抗
で
き
る
存
在
か

ど
う
か
が
大
き
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
公
家
町
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
公
家
町
の
形
成
は
京
都
の
城
下
町
化
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
吉
田
や
杉
森
の
議
論
で
も
こ
の
点
は
同
様

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
か
か
る
理
解
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
研
究
に
も
と
づ
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

公
家
町
の
建
設
時
期
や
過
程
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
京
都
の
歴
史　

五　

近
世
の
展
開
』
の
記
述
で

あ
る（（1
（

。
そ
の
内
容
は
、
秀
吉
の
京
都
改
造
の
一
環
と
し
て
公
家
町
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
以
降
の
内
裏
拡

張
・
後
陽
成
院
御
所
造
営
に
よ
り
「
決
定
的
な
街
区
の
形
成
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長

ら
く
こ
の
成
果
を
越
え
る
研
究
は
な
く
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
公
家
町
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
成
立
時
期
や
、
成
立
期
の
屋
敷
地
の
配

置
と
い
っ
た
空
間
構
造
に
不
明
な
点
を
残
し
た
ま
ま
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
近
年
の
み
る
べ
き
研
究
と
し
て
、
右
の
杉
森
の
研
究
と
、
山
口
和
夫
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る（（1
（

。
杉
森
は
、
京
都

改
造
に
お
い
て
建
設
さ
れ
た
公
家
町
の
位
置
を
、
慶
長
十
年
の
後
陽
成
院
御
所
造
営
に
と
も
な
い
大
規
模
な
公
家
屋
敷
の
移
転
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
対
象
と
な
っ
た
屋
敷
の
所
在
し
た
内
裏
の
北
東
側
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
初
期
の
公
家
町
の
位
置
を
明
示
し
た
点
に
お
い
て
、
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
山
口
は
、
公
家

町
の
形
成
過
程
を
述
べ
る
な
か
で
そ
の
成
立
時
期
に
言
及
し
て
お
り
、
天
正
十
三
年
に
、
秀
吉
の
主
導
に
よ
り
堂
上
公
家
の
屋
敷
が

内
裏
周
辺
に
移
転
さ
れ
た
と
指
摘
し
た（（1
（

。
こ
れ
は
、
公
家
町
の
成
立
時
期
を
明
確
に
し
た
貴
重
な
成
果
で
あ
り
、
か
つ
公
家
町
の
建

設
を
京
都
改
造
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
れ
ま
で
の
説
に
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
多
く
の
論
者
が

京
都
改
造
の
始
期
を
天
正
十
四
年
の
聚
楽
第
造
営
に
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
公
家
町
の
形
成
は
そ
れ
以
前
に
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
京
都
改
造
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
先
行
研
究
は
、
公
家
町
の
建
設
時
期
や
詳
細
な
過
程
を
同
時
代
史
料
に
も
と
づ
き
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、

京
都
改
造
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
公
家
町
に
つ
い
て
建
設
時
期
、
空
間
構
造
を
解
明
し

た
上
で
、
初
め
て
京
都
改
造
と
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
都
改
造
と
公
家
町
形
成
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
解

明
す
べ
き
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
近
年
、
内
裏
の
東
側
、
二
階
町
・
梨
木
町
に
当
た
る
地
区
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
公
家
町
の
成
立
に
関
し
て
非
常
に
重
要

な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
内
裏
の
東
側
に
は
、
近
世
初
期
ま
で
巨
大
な
南
北
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
と
と
も
に
、
近
世
に
お
け
る
二
階
町
・
梨
木
町
の
変
遷
が
遺
構
の
面
か
ら
確
認
さ
れ
た（（1
（

。
そ
の
他
に
も
京
都
御
苑
内
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
公
家
町
に
あ
た
る
範
囲
で
発
掘
調
査
が
進
ん
で
お
り（（1
（

、
こ
う
し
た
考
古
学
の
成
果
を
い
か
に
組
み
込
ん
で
研
究
を

進
め
る
の
か
も
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
豊
臣
政
権
の
政
権
構
想
と
公
家
町
建
設

　

杉
森
に
よ
り
、
京
都
改
造
は
秀
吉
の
政
権
構
想
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
近
年
、
豊
臣
政
権
に
関
す
る
研

究
は
大
き
く
進
展
し
て
お
り
、
杉
森
の
提
示
し
た
政
権
構
想
の
時
期
区
分
、
と
り
わ
け
政
権
掌
握
期
と
関
白
政
権
期
と
の
区
分
に
つ

い
て
は
、
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

　

中
央
政
権
と
し
て
の
豊
臣
政
権
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
以
前
と
す
る
説
と
、
合
戦
以
後
と
す

る
説
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
朝
尾
直
弘
・
尾
下
成
敏
、
後
者
は
藤
田
達
生
の
説
に
代
表
さ
れ
る
。

　

前
者
は
、
中
央
政
権
の
確
立
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
①
日
本
の
統
一
支
配
者
と
し
て
の
自
覚
、
②
大
名
の
配
置
替
え
・
転
除
封

の
計
画
実
行
、
③
畿
内
の
掌
握
を
挙
げ
る
。
朝
尾
は
こ
の
う
ち
③
を
重
視
し
、
秀
吉
が
大
坂
城
築
城
を
決
定
し
た
天
正
十
一
年
五
月

を
政
権
の
始
期
と
し
た（（1
（

。
一
方
、
尾
下
は
、
織
田
家
督
で
あ
る
織
田
信
雄
が
安
土
城
か
ら
清
洲
城
へ
移
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
秀
吉

が
信
雄
を
上
位
権
力
者
と
し
て
見
な
さ
な
く
な
っ
た
と
理
解
し
、
移
転
時
期
で
あ
る
天
正
十
一
年
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
を
豊
臣
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成
稿
一
覧

　

序　

章　
　
　
　

新　

稿

第
一
部
第
一
章　

｢
近
世
に
お
け
る
公
家
町
の
形
成
に
つ
い
て
」（『
建
築
史
学
』
五
五
、
二
〇
一
〇
年
）
を
改
稿

　
　
　

第
二
章　

｢

陣
中
か
ら
惣
門
之
内
へ

─
公
家
町
の
成
立
と
そ
の
空
間
的
特
質

─
」（『
年
報
都
市
史
研
究
』
一
九　

伝
統
都
市
論　

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
改
稿

　
　
　

第
三
章　

｢

一
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形
態
に
つ
い
て

─
近
世
以
降
創
立
・
再
興
し
た
公
家
を
中
心
と
し
て

─
」

（『
建
築
史
学
』
四
五
、
二
〇
〇
五
年
）
を
改
稿

　
　
　

第
四
章　

｢

元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形
態
と
幕
府
の
対
応
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
六
一
〇
、

二
〇
〇
六
年
）
を
改
稿

　
　
　

第
五
章　

｢

公
家
町
の
再
編
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

─
宝
永
の
大
火
と
公
家
町
再
編
に
関
す
る
研
究　

そ
の
一

─
」（『
日

本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
六
〇
〇
、
二
〇
〇
六
年
）
に
、「
公
家
町
再
編
に
お
け
る
再
編
機
構
の
構
成
と
機
能
」

（『
近
世
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形
態
に
関
す
る
研
究
』
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
提
出
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
年
）

の
一
部
を
加
え
大
幅
に
改
稿

　
　
　

第
六
章　

｢

公
家
町
再
編
に
と
も
な
う
公
家
の
集
住
形
態
の
変
容
に
つ
い
て
」（『
近
世
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形
態
に
関
す
る
研

究
』）
を
大
幅
に
改
稿
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第
二
部
第
一
章　

｢

堂
上
公
家
の
町
人
地
に
お
け
る
屋
敷
地
集
積
過
程

─
久
世
家
を
例
と
し
て

─
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

集
』
五
八
一
、
二
〇
〇
四
年
）
を
改
稿

　
　
　

補　

論　

｢

町
人
地
に
お
け
る
公
家
の
屋
敷
地
買
得
に
関
す
る
考
察
」（『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
東
海
）　

日
本

建
築
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
を
改
稿

　
　
　

第
二
章　

｢

近
世
京
都
に
お
け
る
公
家
の
都
市
生
活
に
関
す
る
研
究

─
居
住
形
態
・
信
仰
形
態
を
中
心
と
し
て

─
」（『
住
宅
総

合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
版
）
の
第
一
章
・
第
三
章
・
第
四
章
を
改
稿

　
　
　

第
三
章　

｢
幕
末
期
に
お
け
る
地
下
官
人
の
諸
機
能
と
居
住
形
態
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
近
世
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形
態
に
関
す

る
研
究
』）
を
大
幅
に
改
稿

　
　
　

第
四
章　

｢

御
産
所
と
都
市
社
会

─
霊
元
天
皇
の
後
宮
を
中
心
と
し
て

─
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
計
論
文
集
』
六
九
三
、
二
〇

一
三
年
）
を
改
稿

結　

章　
　
　
　

新　

稿
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あ
と
が
き

　

本
書
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
提
出
し
た
学
位
論
文
『
近
世
に
お
け
る
公
家
の
集
住
形

態
に
関
す
る
研
究
』
を
も
と
に
、
そ
れ
以
降
書
き
た
め
て
き
た
論
文
を
加
え
て
改
訂
・
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
論
文

と
も
、
初
出
後
に
得
た
知
見
や
誤
脱
の
発
見
に
よ
り
、
大
幅
な
改
訂
を
加
え
て
い
る
。

　

私
が
、
朝
廷
・
公
家
社
会
を
研
究
対
象
に
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
て
し
ば
ら
く
経
っ
た

頃
で
あ
っ
た
。
修
士
課
程
で
は
近
代
沖
縄
や
「
琉
球
建
築
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
博
士
後
期
課
程

に
進
学
後
、
も
う
少
し
古
い
時
代
を
対
象
と
し
た
い
と
思
い
、
目
を
付
け
た
の
が
寛
政
の
内
裏
復
古
で
あ
っ
た
。
共
同
体
の

形
成
す
る
歴
史
意
識
や
「
復
古
」
と
い
う
動
き
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
が
、
主
た
る
動
機
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
指
導
教
官
で
あ
っ
た
髙
橋
康
夫
先
生
に
「
京
都
市
ま
ち
づ
く
り
史
委
員
会
」（
財
団
法
人
京
都

市
景
観
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
主
催
）
へ
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
近
世
京
都
、
と
り
わ
け
公
家
社
会
や

公
家
町
へ
の
関
心
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
委
員
会
は
二
年
間
開
催
さ
れ
、
最
終
的
な
成
果
と
し
て
何
か
論
文
を
執
筆
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
と
き
は
朝
廷
・
公
家
社
会
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
頃
で
、
論
文
を
書
く

段
階
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
何
に
つ
い
て
書
け
る
の
か
迷
い
、
題
材
を
探
す
な
か
で
た
ま
た
ま
目
に
し
た
の
が
『
真
継

家
文
書
』
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
契
機
で
真
継
家
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
今
で
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
文
書
目
録
を
め
く
っ
て

い
く
な
か
で
目
に
と
ま
っ
た
の
が
、
町
運
営
に
関
わ
る
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ふ
と
疑
問
を
抱
い
た
の
が
、
地
下
官
人
の

家
の
史
料
に
な
ぜ
こ
う
し
た
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
と
に
か
く
実
際
に
史
料
を
見
る
た
め
に
名
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古
屋
大
学
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
頃
は
く
ず
し
字
も
ほ
と
ん
ど
読
め
な
か
っ
た
た
め
、
関
連
文
書
を
撮
影
し
て
帰
り
、
近
世
史

研
究
者
の
頼
あ
き
さ
ん
に
家
庭
教
師
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何
と
か
文
書
を
翻
刻
し
て
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の

と
き
は
『
真
継
家
文
書
』
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
内
容
は
さ
て
お
き
紙
面
を
文
字
で
埋
め
る
と
い
う
責
務
は
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
れ
以
後
、
都
市
に
お
け
る
公
家
の
集
住
・
居
住
形
態
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め

て
い
き
、
学
位
論
文
を
提
出
で
き
た
。
院
生
時
代
は
自
由
な
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
大
学
の
古
文
書
室
に
通
う
と
と
も
に
、

月
に
一
、
二
度
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
に
史
料
調
査
に
出
か
け
て
い
た
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
安
価
な
ホ
テ
ル
が
少
な
く
、
だ
い
た
い
代
々
木
か
飯
田
橋
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
数
日
宿
泊
し
、
史
料
所

蔵
機
関
に
通
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
の
頃
が
最
も
史
料
を
集
中
的
に
読
む
こ
と
の
で
き
た
時
期
で
あ
り
、
研
究
し
て
い
て

一
番
楽
し
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

大
学
院
生
活
に
お
い
て
は
、
髙
橋
先
生
・
山
岸
常
人
先
生
に
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
。
両
先
生
か
ら
は
、

議
論
の
組
み
立
て
方
や
史
料
操
作
の
作
法
か
ら
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
方
法
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
山
岸
先
生
に
は
、
今
で
も
調
査
の
な
か
で
歴
史
的
建
造
物
の
評
価
、
復
原
考
察
の
方
法
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
ご
教

示
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
建
造
物
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
研
究
者
と
し

て
の
社
会
的
責
任
だ
と
い
う
先
生
の
姿
勢
に
は
、
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
室
の
助
手
を
務
め
て
お
ら
れ

た
藤
澤
彰
先
生
、
国
内
研
修
で
研
究
室
に
籍
を
置
い
て
お
ら
れ
た
丸
山
茂
氏
・
溝
口
正
人
氏
か
ら
は
、
普
段
接
す
る
な
か
で

研
究
者
と
し
て
の
心
構
え
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
冨
島
義
幸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
室
の
諸
先
輩
・
同
期
生
に
は
、
研
究
室

や
ゼ
ミ
発
表
の
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

博
士
後
期
課
程
修
了
後
、
現
在
の
大
学
に
着
任
す
る
ま
で
六
年
間
の
就
職
浪
人
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
浪
人
中
は
、
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大
学
の
非
常
勤
講
師
を
か
け
も
つ
と
と
も
に
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
で
派
遣
職
員
と
し
て
週
に
何
日
か
働
く
と
い
う
生
活
を

送
り
続
け
た
。
年
に
数
回
あ
っ
た
各
地
の
大
学
の
教
員
公
募
に
応
募
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
全
戦
全
敗
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
書
類
選
考
の
段
階
で
不
採
用
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
不
採
用
通
知
が
届
く
た
び
に
精
神
的
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
を
乗
り
切
れ
た
の
は
、
自
分
自
身
の
楽
観
的
な
性
格
も
あ
る
と
思
う
が
、
家
族
や
周
囲
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
大
学
に
着
任
し
て
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
は
比
較
的
時
間
が
と
れ
、
現
在
に
比
べ
る
と
研
究
・
調
査
に
集
中

で
き
た
。
ま
た
、
奈
文
研
で
も
出
土
建
築
部
材
、
法
隆
寺
所
蔵
建
築
部
材
の
実
測
調
査
な
ど
に
も
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

さ
ら
に
、
本
書
に
掲
載
し
た
何
本
か
の
論
文
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
研
究
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ

ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

大
学
入
学
以
来
、
現
在
ま
で
私
が
細
々
と
研
究
を
続
け
て
き
た
な
か
で
、
先
に
お
名
前
を
挙
げ
た
方
々
の
ほ
か
に
も
多
く

の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
学
部
時
代
に
卒
業
論
文
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
京
都
大
学
の
建
築
史
研
究
室

へ
行
き
た
い
の
で
紹
介
状
を
書
い
て
欲
し
い
と
い
う
不
躾
な
願
い
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
故
稲
垣
栄
三
先
生
に
は
、

感
謝
し
て
も
し
切
れ
な
い
。
ま
た
、
史
料
調
査
で
時
折
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
上
島
享
氏
か
ら
は
、
歴
史
学
研
究

に
対
す
る
姿
勢
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
萬
瑠
夢
代
表
村
田
信
夫
氏
に
は
、
歴
史

的
建
造
物
の
調
査
や
修
理
に
つ
い
て
、
い
ろ
は
か
ら
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
長
年
の
経
験
を
惜
し
み
な
く
伝
え
て
く
だ

さ
る
姿
勢
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
黒
田
龍
二
氏
か
ら
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

か
で
、
各
地
の
習
俗
や
祭
礼
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
安
京
・
京
都
集
会
な
ど
の
研
究
会
に

誘
っ
て
い
た
だ
く
仁
木
宏
氏
・
山
田
邦
和
氏
に
は
、
い
つ
も
学
問
的
な
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
伊
藤
毅
氏
に
は
、

日
本
建
築
学
会
の
都
市
史
小
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
他
分
野
の
若
手
研
究
者
と
の
交
流
の
場
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を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

こ
の
先
ど
れ
ほ
ど
の
仕
事
を
残
せ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
本
書
の
刊
行
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
ふ
た
た
び
研
究
の

厳
し
く
険
し
い
道
の
り
を
歩
み
始
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

最
後
に
、
本
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
思
文
閣
出
版
の
田
中
峰
人
氏
・
秦
三
千
代
氏
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
を

賜
っ
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

な
お
、
本
書
は
、
京
都
橘
大
学
の
学
術
刊
行
物
出
版
助
成
制
度
の
助
成
を
受
け
て
出
版
す
る
も
の
で
あ
る
。

　　
　

二
〇
一
五
年
二
月
二
十
八
日

登
谷
伸
宏　
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【人　名】

あ

足利義昭	 34, 69
足利義晴	 67
阿野家	 46
阿野実顕	 84, 111
油小路家	 97
油小路隆貞	 97
綾小路家	 267, 269, 271
綾小路有胤	 209, 269～271

い

池尻家	 146
伊勢局	 350～352, 354, 355
板倉勝重	 46
一条兼香	 219, 225
井筒屋平兵衛	 321, 325
今城家	 46
伊予局	 356, 357

う

梅小路共方	 208, 352
梅園家	 104, 114, 122～124, 126
梅園季保	 122
裏松家	 105

え

海老屋新兵衛	 314, 322, 323
右衛門佐局	 354

お

近江屋いそ、いそ	 252, 253, 257
大炊御門経光	 220
大炊御門経頼	 38
正親町家	 46, 76
正親町公通	 149, 154, 171, 219
正親町天皇	 34, 36, 37
大坂屋長兵衛	 292, 294
大宮家	 104
小笠原長重、長重
	 	 148, 154, 156～158, 171
小倉家	 347, 349
愛宕家	 114, 219
織田信長、信長	 34～36, 49, 65
小槻忠利	 107

か

勧修寺家	 18, 39, 40, 185, 268, 271
勧修寺晴豊	 18
勧修寺光豊	 66
桂宮家	 18, 180, 181, 204
加藤明英	 172
狩野弥平次	 126, 241, 277, 283
烏丸家	 40, 186

き

菊亭家	 42, 185, 348, 349
菊亭晴季	 42
北小路家	 204
北小路俊光、俊光	 206, 207, 208, 210
京極宮	 177, 180, 181

く・け

九条家	 39, 46, 187, 204, 
九条忠栄	 68

ii



久世家	 20, 101, 120, 121, 124, 126～128, 
238, 239, 245, 246, 254, 255, 258, 277, 
368
久世通理	 245, 250, 257, 281, 285, 299
久世通音、通音
	 	 99, 120, 124～126, 238, 297
久世通式	 121
敬法門院	 181, 356

こ

孝蔵主	 76
久我家	 121
小川坊城家	 110, 171, 189, 204
小川坊城俊清	 208, 210
小川坊城俊広	 148
小侍従局	 355, 356
小少将局	 355～357
近衛家	 9, 39
近衛家煕	 167, 207
近衛信輔	 38
近衛政所	 77
近衛基煕	 158
後水尾天皇（院）
	 	 16, 110, 111, 114, 342, 347
後陽成天皇	 45, 65

さ

西園寺家	 17, 219, 267
佐々木政右衛門、政右衛門
	 	 250, 283～285
誠仁親王	 67

し

四条家	 45, 46
四条隆昌	 44
七条家	 112
持明院家	 43
下冷泉家	 100, 114, 149, 150
下冷泉為経、為経	 149, 150
白川雅朝	 38
新上東門院	 46

す・せ

鈴木新兵衛	 314, 321, 323, 329
清閑寺家	 108

た

醍醐家	 145, 146, 220, 222
大納言典侍局	 348～350
大文字屋孫兵衛	 243, 244, 246, 279, 284
鷹司家	 39, 46, 169, 170
高野保春	 167, 210
丹波屋久兵衛	 251, 254, 258, 292

ち・つ

中納言典侍局	 347, 349
土御門家	 213
土御門泰福	 213

と

徳川家光	 75, 87
徳川家康、家康	 9, 44～46, 366
徳川秀忠	 68
徳川和子	 68
徳大寺家	 129
徳大寺公全	 209, 223
富小路家	 43
豊臣秀吉、秀吉　	4, 6～10, 37, 38, 41, 49
～51, 65, 66, 69, 365～367

な

中井家	 18, 32, 101, 108, 173
中井正清	 46
中井正知	 104, 172
永井尚庸	 98, 122
中園家	 101
中園季定	 99, 119
中院通茂、通茂	 97, 98, 122
中御門資煕	 156, 157
中御門天皇	 356, 357
中御門宣顕	 156
中御門宣衡	 84
中御門宣泰	 38
中山家	 68

iii



に

西洞院家	 40, 43, 213
西洞院時成、時成	 212, 213
西洞院時慶	 38, 42, 70, 76
二条家	 9, 35, 81
庭田家	 118, 128
庭田重条	 118, 209～211, 223

は

八条宮・八条宮家	 39, 41, 44, 46
八文字屋半兵衛	 281
葉室家	 155, 156, 268
葉室頼要	 271
葉室頼業	 99, 119, 131

ひ

東園家	 149, 150
東園基量、基量	 149, 150
東園基長	 218, 352
東山院	 206, 208, 214
日野家	 39, 43, 186
日野資勝	 75, 84
日野輝光	 167, 186
日野弘資	 97, 98, 101, 122
日野西家	 118, 128
日野西兼栄	 209, 211
平松家	 118, 219
平松時庸	 85
広橋家	 77, 298
広幡家	 18

ふ

福嶋屋嘉兵衛	 243, 246, 279, 284, 287
藤波家	 66, 181
伏見宮家	 42

ほ

彫物屋かな	 243, 245
彫物屋喜平次	 246, 284, 287

ま

前田玄以	 40～42, 50

升屋まき、まき	 248, 283, 284, 288～290
松尾相匡	 205
真継家	 20, 309, 310, 314, 317, 321, 368
真継康寧	 312, 313
真継久直	 309
真継能弘、能弘	 314, 315, 329
松平忠周	 220, 224
松平信庸	168, 180, 186, 209, 210, 222, 354
松木家	 46
松木宗条、宗条	 348, 349
松村弥三郎	 248, 249, 281
万里小路家	 43, 72

み

水野忠之、忠之	 221, 222, 225, 354
壬生忠利	 88

や

施薬院全宗	 74
柳原家	 309, 310
柳原資廉	 149, 154, 157, 167, 204
藪家	 46
山科家	 45, 46
山科言経、言経	 39, 43, 44

れ

霊元天皇（院）　	 208, 340, 342, 343, 347, 
352, 353, 356～358

冷泉家	 45, 46, 101
冷泉為満	 44

ろ

六条家	 46
六角敦文、敦文
	  	 245, 246, 250, 279, 284, 288
六角右兵衛尉、右兵衛尉	 248, 249

わ

鷲尾家	 110, 220

iv



【事項 ･史料名】

あ

相対替	 122, 125～128, 227
明地	 144, 146, 171, 174, 176, 178, 191～
193, 209, 217

い

石薬師町	 45, 77
石薬師通	 45, 77, 110, 112, 185
一条東洞院	 66, 67, 69, 73, 74
居付家持	 323
稲荷社（広橋家）	 298, 301
今出川烏丸	 52, 103, 116, 152, 167
鋳物師	 310, 317
石清水八幡宮	 296, 297
院御所	 11
院参衆	 110, 111, 114
院参町	 104, 105, 110, 112, 114
院附武家	 145, 206, 208, 352, 357
院伝奏	 205, 357

う・え

馬揃	 36, 65
裏寺・裏寺町	 100, 149, 150, 205, 206
永借	 245, 247, 250, 256, 285, 314

お

正親町院御所
	 	 35～38, 49, 68, 69, 74, 75, 87, 365
正親町烏丸	 67
大坂城	 8
置石	 61
『御公家分限帳』	 115
「御築地廻り公家衆屋鋪割絵図」
	 　	 173, 206
御土居	 15, 49, 50, 78
「表町内帳箱ニ入有候書付類写」	 243

か

替地	 42, 205
家政機構	 18
上京	 4, 352, 365
上立売室町	 116
関白	 6, 9, 10, 49, 50, 366
「寛文三年公家町絵図」	 103, 112～114

き

寄宿役	 330, 331
北御門	 73, 74
旧家	 105, 108, 114, 129
京都改造	 4, 6, 7, 11, 49, 366
京都所司代・所司代	 98, 154, 156, 168, 
178～182, 185, 209, 220, 222, 354

京都町奉行所（町奉行所）
	 	 155, 156, 182, 185, 249, 271, 295, 353
清荒神	 298, 301
居住形態	 3
禁裏	 5
禁裏附
	 	 101, 154, 156, 180～182, 209, 213, 271

く

釘貫	 14, 63
公家社会	 3, 13, 150, 214, 218, 358, 368
公家町　	 3～７, 12, 13, 15, 19, 37, 38, 44, 
48, 49, 51, 52, 69, 130, 144, 145, 169, 
174, 193, 365～367

公家町再編	 20, 144, 168, 172, 176, 178, 
214, 215, 217, 225

「公家町之絵図」	 108
口向諸役人	 206, 326, 331, 349, 367

け

下乗	 61
下輿	 62, 67, 68, 83
下﨟	 341, 350, 353, 355

こ

公儀役	 271, 273, 288, 289, 320, 325
後宮	 342

v



高麗門	 82, 365
沽券状	 241, 245, 253, 285, 312, 313
御三階	 281, 282
御産所	 330, 339～359
御宸殿	 281, 282, 294
小牧・長久手の合戦	 8
後陽成院御所	 7, 44, 46

さ

雑掌	 310
椹木町	 145, 146, 187～190
参内	 75
算用寄合	 288, 289, 325, 327, 330, 333

し

地下官人	 13, 19, 52, 105, 290, 308, 309, 
319, 320, 330, 331, 367
自身番役	 289, 327, 331
地蔵会	 290, 328
仕丁	 326, 325, 330, 349
寺内町	 12, 366
借地
	 	 247, 249～253, 256, 257, 283, 286, 287 
借屋居住	 3, 119, 121, 130
地屋敷	 245, 313, 314
集住形態	 3
聚楽第	 5～7, 10, 41, 49, 50, 69, 366
城下町	 4
上地	 39, 205, 224～227
諸役免除　	 241, 270, 273, 283, 288, 308, 
320, 332, 353, 369
新家	 108
新在家	 35, 40, 65, 66, 148, 171 
陣中　	 14, 19, 60～62, 65, 66, 80, 83, 87, 
88, 368
真如堂	 147, 171, 297
陣口	 61, 66～69, 80, 83, 86

す・せ

墨門	 72, 81, 82
清華家	 35, 108, 114, 129
摂家	 16, 39, 108, 114, 129

そ

惣構　	 4, 50, 70, 72, 77, 78, 80～82, 85, 
129, 130, 365, 367, 368

惣門
	 　	50, 70～73, 75～78, 80, 82, 83, 85, 87
惣門之内	 83, 85～88, 130, 368
創立・再興した公家　	 95, 109, 111, 114
～116, 118, 126, 129, 151

側妾	 341

た

内裏	 3, 6, 34, 45, 63, 65, 70, 73, 81, 166, 
169, 193, 366

立石	 62, 65, 67, 68, 83, 86

ち

中﨟	 341, 355, 356
町運営	 20, 290, 307, 308, 319, 321, 327, 
331, 369

朝廷
	 	 3, 51, 126, 127, 131, 227, 326, 367, 368
町人地居住	 20, 152, 154, 159, 224, 369
頂妙寺・頂妙寺跡地	 126, 145
町役　	 154, 271, 273, 288, 289, 307, 320, 
325, 353

つ

築地之内	 13, 14, 19, 51, 60～62, 88, 99, 
102, 103, 105, 108, 109, 111, 115, 127, 
129, 130, 148, 152, 155, 157, 158, 172～
174, 176, 188, 193, 215, 217～219, 222, 
227, 311, 343, 347, 351, 368

築地之外　	 99, 102, 103, 105, 115, 116, 
118, 127, 129, 130, 158, 347

て

出入関係	 291, 294, 295, 369
寺町	 5
寺町通	 96, 149, 150, 205, 207 
天皇家	 340, 342, 351, 354～358

vi



と

統一政権	 4
塔之壇	 350
道路拡幅・道路の拡幅
	 　	170, 172, 176, 178, 183, 187, 193, 217
徳川政権	 19, 81
年寄（町年寄）	 269, 289, 319, 325
豊臣政権	 4, 6, 8～10, 19, 48～50, 78, 80

な

中筋	 43, 71, 72, 110, 184
「中むかし公家町之絵図」
	 	 13, 32, 33, 43, 48, 74, 109, 110
梨木町　	 8, 46, 51, 52, 71, 97, 104, 105, 
107, 110, 115, 116, 127, 129, 130, 152, 
171, 183, 184, 193
南北堀	 8, 52, 71～73, 78

に

二階町　	 8, 46, 51, 52, 71, 97, 104, 105, 
107, 110, 115, 116, 127, 129, 130, 152, 
171, 173, 174, 183, 184, 193, 311
西院参町	 187～190, 269
西武家町	 187, 189, 190
西武者小路町	 350, 352
二条城	 5, 7, 366
「二条邸敷地絵図」	 40
二世代同居	 211, 214, 215
女官	 110, 341～343, 351, 353, 356, 357

は

拝借地	 18, 192, 208, 209, 224, 226, 227
買得	 118, 243, 248, 250, 251, 253～255, 
257～259, 268, 269, 272, 283～287, 313, 
314
買得地	 18, 107, 118, 128, 227, 283
拝領地　	 18, 128, 192, 208, 209, 223, 225
～227, 239, 267
幕府　	 20, 100, 126, 127, 151, 154, 159, 
172, 193, 215, 222, 225～227, 354, 356 
花立町	 268
馬場	 247, 249, 259, 281

針屋町	 126, 241, 243, 251, 254, 256, 277, 
279, 284, 286, 288～290

番屋	 70, 71, 84, 86

ひ

東今町	 241, 243, 247, 248, 250, 255, 256, 
277, 280, 284～286, 288～290

東町	 247, 248, 251, 254, 256
東洞院通	 40
東山院御所	 186
日御門通	 173, 174, 183, 184, 190
瓢簞図子町	 312, 319～327, 330
火除地	 146, 148, 171, 176, 191～193
火除天満宮	 298, 301
広小路	 147, 171, 192

ふ

複合都市	 365～367
武家伝奏　	 97, 112, 127, 154, 156～158, 
168, 181, 209, 213, 214, 222～224, 226, 
227, 354

武家町	 104, 145, 146, 149, 187～189
不参料	 323, 325, 330

ほ

宝永の大火	 15, 166～171, 193, 218
防火対策	 20, 168, 169, 171, 176～178
菩提所	 297, 369

ま

町奉行	 179, 180, 213
丸太町通	 174, 191, 192, 205

み

御蔵小舎人	 309
南御門通	 170
「ミヤコ町」	 366
妙顕寺城	 9, 10, 37, 50, 365
名代	 248, 256, 272, 273, 283, 285

や・よ

施薬院	 68, 74, 87
「役所日記」	 247, 252, 278, 291, 292, 298

vii



屋敷地替え	 168, 172, 173, 176, 183
四足御門	 39

ろ

老中	 147, 168, 177, 182, 221, 225

六町	 80, 311, 368
六門	 61, 62, 82

viii



◎著者略歴◎

登 谷 伸 宏（とや・のぶひろ）

1974年　京都市生．
1997年　明治大学理工学部建築学科卒業．
2000年　京都大学大学院工学研究科生活空間学専攻修士課程修了．
2006年　京都大学大学院工学研究科生活空間学専攻博士後期課程修了．
　　　　京都大学博士（工学）．
2012年　京都橘大学文学部歴史遺産学科助教．
「まちに住んだ堂上公家」（丸山宏・伊從勉・高木博志編『みやこの近代』思文
閣出版，2008年）木場明志・平野寿則監修『真宗本廟（東本願寺）造営史─本
願を受け継ぐ人びと─』（共著，真宗大谷派宗務室出版部〈東本願寺出版部〉，
2011年）「陣中から惣門之内へ─公家町の成立とその空間的特質─」（『年報都
市史研究』19　伝統都市論　山川出版社，2012年）など

近
きん

世
せい

の公
く

家
げ

社
しゃ

会
かい

と京
きょう

都
と

─集
しゅう

住
じゅう

のかたちと都
と

市
し

社
しゃ

会
かい

─
�
2015（平成27）年 3月23日発行

定価：本体8,000円（税別）

著　者　登谷伸宏
発行者　田中　大
発行所　株式会社　思文閣出版
　　　　〒605-0089 京都市東山区元町355
　　　　電話 075-751-1781（代表）
�
印　刷
製　本　株式会社 

図書
印刷 同朋舎

�
©N. Toya  2015� ISBN978-4-7842-1795-3   C3021


